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【目的、カリキュラムの説明】 
 
１．目的の共有 
２．カリキュラムの共有 
 
 
「先程お伝えしたように、皆さん、覚悟のいる研修です。 
場合によっては、苦しいことになるかもしれません。 
特に、役職者の方や社歴の長い人にとっては。 
ですが、真剣に取り組めば、確実に部門全体が前進する研修でもあります。 
 
ぜひ、実施することの意味を考えながら取り組んで頂きたいと思います。 
 
まずは、気持ちよく研修に取り組めるように、アイスブレイクもかねて 
簡単なワークを行いましょう。」 



【現状維持バイアス（慣性の法則）】 
 
１．慣性の法則の紹介 
 
  「慣性の法則は、物理の内容ですが、人にも慣性の法則があると言われています。 
   同じことをやる、できることをやるというのは楽ですが、新しいことをやる、変化と 
   いうのはパワーがいりますよね。 
   『今それなりに仕事してそれなりに給料もらって いるから、このままでいいや。 
   敢えて変わる必要、これ以上新しいことをやったり成長をする必要はない。』 
   と感じてしまうこともあるのではないでしょうか」 
 
 
２．どうしないといけないかについてアドバイス 
 
  「ここでお伝えしたいのは、先程の先入観や固定概念も現状維持バイアスも、意図的に 
   そうしているのではなく、自覚なくそうなってしまっていることが多いということです」 
  
  「従って、そこから脱却するためには、これらが人間にはあるということを認識し、 
   強い意思を持って日々行動をする必要があるということ、日常の行動や意思決定 
   の際に、囚われていないか？今に甘えていないか？ということを自問自答すること 
   が必要です」 
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【クルトレヴィンの法則】 
 
１．クルトレヴィンの法則紹介 
「クルトレヴィンという心理学者が唱えた法則を紹介します。簡単に言うと、人の 
 行動は、その人そのもののみならず、環境が影響を与えるということです」 
 
Ｂ＝Behavior (行動)  メンバーの行動 
ｆ＝Function (関数)    変数によって変わっていくもの 
Ｐ＝Personality (人間性､人格､個性､価値観､性格等々) 
Ｅ＝Environment (周囲の状況､集団の規制､人間関係､風土等々)   
 
２．イメージ紹介  

「前向きで色んな提案をしていた人がいる。転職した先がものすごく保守的な会社で、
新しいことはしない文化であった。何を提案されても却下されることが続いた、 
とします。この人、どうなると思います？」⇒ 提案しづらくなって、提案しなくなる。 
 
「逆も然りです。控えめな方が、新しい提案、取組みを奨励する部門に移った。 

周囲もどんどん提案しているし、自分にも声をかけてくれて、小さな提案でも必ず検
討してくれる、とします。この人、どうなると思います？」⇒提案するようになっていく」 
 
３．組織規範研修につなげる 

「先程の人間の特性、そして今お伝えしたことから、組織強化において、人をとりまく
ものを考える、いい方向に変えていくことは組織力強化にとって重要なテーマになり
ます。それを本日の研修で行います」 
 
 
 
 
 



【組織規範】 
 
１．組織規範解説 
  「事前アンケートで皆さんに、色々意見を頂きましたが、まずは組織規範とは 
   どういうものかを確認しましょう」 
 
２．組織規範のメリット・デメリットを考えるワーク 
  「物事にはいい面、悪い面がありますが、当然組織規範にも同様に、メリット・ 
   デメリットがあります。この後のワークを意義ある ものにするために、まずは 
   メリット・デメリットを考えましょう」 
  
  個人ワーク、グループワーク、発表 
 
３．今後の説明につなげる 

 「ありがとうございます。普段、あまり考えることのないテーマだと思いますが、色ん
なメリット、デメリットがあるということが分かりました。この後の、実際に皆さんがあると
感じている組織規範について、メリット・デメリットふまえながら、どうすれば、組織がよ
り良くなるか、生産性が向上するか考えていきましょう」 
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【いい組織規範共有】 
 
事前準備：事前アンケートから、いい組織規範を抽出しまとめておく 
 
１．いい組織規範共有 
 

「この後のワークは、今ある規範を無くす、止める、改善するということを考えていき
ます。その前に皆さんの組織規範の中でいいと考えられているものについて共有し
ておきます」 
 
「いかがでしょうか。いいものは継続もしくは更に良くしていけるといいですね」 
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【ワークフロー】  ワークの進め方を共有 
 
事前準備：各グループに一台ホワイトボードとペン、付箋を用意 
 
１．検討議案決定：事前アンケートで提出された内容を全員に配布しどれに 
            するか決定。テーマはワーク実施回数分、決定しておく、 
２．グループワーク 
   事案がどの部門から出たかは別にして、全て自部門の事として取り組む。 
   （その方が、より客観的な意見が出るため） 
３．発表・質疑応答：発表内容で本当に変わるのか、よくなるのか。受講者からと 
             講師から確認 
 
４．取り組むかどうか確認 
 
５．ホワイトボード記載内容の撮影もしくはメモ 
 
【検討議案決定】 
   
＜ポイント＞ 
 ※誰がこの議案を出したのか、犯人捜しをしないように伝える 
  
         
【補足】 
 ・部門が多部門に渡る場合は、上記のように自分の部門に関係なくても実施 
  するか、もしくは自分の部門に絞るか顧客と事前に相談しておく。 
 ・部門が一つだけの場合は、4は割愛 
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